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 いよいよ 4Qです。 

 ４Qに入る前の東山の大澤ヘッドコーチの指示です。「人に任せるのではなく、自分からやるの。自分

がやるのがチームのためなの。人がやるのを待っててどうすんだ。リバウンド、リバウンド、リバウンド、

決まらなかったらハリーバック。シンプルにその繰り返し、あと１０分だ。」という内容でした。 

 入りは両チームともシュートに行くが決まらない。東山の米須選手のドライブショット、西部選手や

中川選手のミドルシュートが外れる。明成は山﨑一渉選手や山内選手がタイミングよく３P シュートを

打つが外れる。先制したのは東山でした。米須選手が右４５°からパスフェイクを入れながら、ドライブ

ショットを決めました。直後明成も山内選手がミドルシュートのファウルをもらい、２本決めます。 

 ここからゲームが動きます。残り７分を切ったところで、山﨑一渉選手の３Pが決まります。さらに明

成のプレスに対して東山がパスミスを犯し、山﨑一渉選手がミドルショットを沈め、点差が一桁になり

ます。東山もすかさず米須選手がドライブからフローターショットを決めます。その瞬間明成の 14 番

山崎紀人選手が速攻からランニングシュートを決めます。（５９対 51東山リード） 

明成は 1－1－2－1のゾーンプレスで東山のボール運びにプレスを掛けます。１ショット決めておき

たい東山は、西部選手が２回続けてエルボーにティーアップしてシュートするが入らない。その間隙を

ついて、明成がリバウンドから走った越田選手がランニングシュートを決めます。ファウルももらいま

す。東山がタイムアウト。越田選手が１ショットも決めます。（59対 54の 5点差） 

さらに明成のプレスに東山がパスミスをしてしまい、越田選手がゴール下でポンプフェイクシュート

に行くとジャンピエール選手がたまらずファウルを犯します。シュートも 1 ショットも決まり、ワンゴ

ール差になります。（59対 57東山リード） 

ここで東山はしっかりボールを運び、中川選手のドライブショットをジャンピエール選手がリバウン

ドに行き、明成の越田選手のファウルを誘います。ワンショットも沈めて、62対 57となります。 

直後に明成は、スクリーンを使って山内選手の 3Pシュートがさく裂します。（62対 60）東山はあわ

てず行きたいところですが、オフボールマンの足が止まり立ったままボールを受ける場面が増えます。

そこを明成の山内選手がパスカットして、ドライブからのシュートを入れます。（62対 62同点） 

続けて明成は、山﨑一渉選手の 3Pもしっかり決まり逆転します。流れに乗る明成は、速いボール運び

から山﨑一渉選手が、右サイドからスクリーンを利用しカールカットしてランニングシュートを決めま

す。（62対 67明成 5点リード）ここで東山タイムアウト。 

何とか打開したい東山は、ジャンピエール選手がエルボーにティーアップして、外とボールを合わせて 

攻め、リバウンドに跳びシュートを決める。両チームシュートがリングに嫌われる中、東山の堀選手がゴ

ール下を決めファウルももらいます。フリースローは落としますが、ジャンピエール選手がリバウンド

からショットにいきフリースローを得ます。1 本決めて 67 対 67 の同点です。残り 59 秒。ここで明

成は、山内選手渾身の 3P決めます。67対 70明成リード。     勝負の行方は次号にします。 


